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2 豊かな自然と共生する安全・安心なまちづくり
豊かな自然と共生する安
全・安心なまちづくり

4 ひとが輝く教育・文化のまちづくり
ひとが輝く教育・文化のま
ちづくり

5 未来へつなぐ産業のまちづくり
未来へつなぐ産業のまちづ
くり

1 自然と調和した心地よさが感じられるまちづくり
自然と調和した心地よさが
感じられるまちづくり

3ともに生きる健康・福祉のまちづくり
ともに生きる健康・福祉の
まちづくり
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6 みんなの思いがカタチを成すまちづくり
みんなの思いがカタチを成
すまちづくり
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　新型コロナウイルス感染症の拡
大により発出されていた緊急事態
宣言が解除され、ワクチン接種が順
次開始されています。本町でも「ワ
クチン接種推進対策チーム」を設置
し、接種クーポンの発送やコールセ
ンターの開設をしています。一方、
大きな自然災害として、東日本大震
災の余震とみられる地震が観測さ
れ、常に巨大地震への備えが必要
であることを再認識させられまし
た。このような社会情勢の中、令和
3年度予算は、新型コロナウイルス
感染症や巨大地震などの災害、身
近な交通事故から、町民の皆さん
の生命を守る「いのちを守るまちづ
くり」に主眼を置きました。
　新型コロナウイルス感染症につ
いては、感染症対策用品の設置な
どを行います。災害対策事業につ
いては、初動72時間の行動指針の
策定や、ＧＩＳを活用した災害対策本
部支援システムの導入などを行い
ます。交通安全対策事業について
は、町内外の皆さんへ「歩行者優先
のまち」を宣言することで、町民一
人一人の交通安全意識を高めると
ともに、道路整備を進めます。
　このように、新型コロナウイルス
感染症対策や災害対策、交通安全
対策を積極的に進めるとともに、新
しい生活様式への対応を強化し、町
民の皆さんの生命や生活を守るこ
とを最優先としたまちづくりを推進
します。
　また、令和3年度は、これからの主
役である子どもたちが、本町に誇り
を持ち、明るく輝きのあるまちを体
現できるよう策定した「第6次阿久
比町総合計画」の重要な初年次に
当たります。計画に掲げる6つの施
策を目標として予算を編成しました。

　道路舗装不良の改善を徹底する
ほか、新半田病院建設に伴う暫定道
路整備のために道路拡幅用地の購
入を進めます。都市計画道路名古屋

半田線の整備に併せ、白沢グランド
へ通じる町道の整備を検討します。

　ホタルが生息できるみどり豊かな
自然環境の保全のため、河川浄化、
下水道の加入促進など循環型社会
の形成に努めます。防災、災害対策
については、自助、共助による地域
防災力強化に取り組むほか、避難所
の停電に備え、ポータブル電源・電
源タップを配備します。防犯対策と
して、防犯ステッカーを全戸配布し
ます。

　保育園事業については、保護者
と園との連絡を瞬時に行うことが
できる保護者連絡アプリを町立保
育園・幼稚園に導入します。地域福
祉施策については、「第2次地域福
祉計画」に基づき、身近な地域の中
で、誰もが安心して暮らすことがで
きるよう計画を着実に進めます。保
健センター事業については、新型コ
ロナウイルス感染症対策として、防
疫対策備品などを整備し、ワクチン
接種事業が適切に進むよう担当人
員を補充します。

　電子黒板やデジタル教科書を導
入し、デジタルコンテンツを活用し
た授業を推進するため、ＩＣＴ支援員
を配置します。また、小中学校にお
いても保護者と学校が瞬時に連絡
を取ることができる学校連絡・情報
共有サービスを導入します。新学校
給食センター「ＡＧＵＭＯＧＵ（あぐ
もぐ）」では、9月から食物アレル
ギーに対応した給食を提供できる
ように準備を進めます。

　農業用施設については、阿久比

排水機場の更新整備事業を継続し
て推進し、農業用ため池の耐震性
能保持のため、地震対策ため池防
災工事を愛知県と共に進めます。観
光事業では、5市5町で連携した広
域的な観光振興を進めます。

　阿久比プレイガーデンプロジェ
クト事業については、本町の自然・
歴史・文化のあらましを冊子にまと
め、平成6年に発行した「あぐいの
あゆみ」をリニューアルし、全戸配
布します。基幹システムクラウド化
事業については、基幹システムサー
バをクラウド化することで、情報セ
キュリティの向上と管理コストの削
減を図ります。

　以上のように、令和3年度は「町
民のいのちを守る」に主眼を置い
た、暮らしに密着型の予算編成を心
掛けました。
　全ての住民が安全で安心して暮
らせるまちづくりを進め、多様化す
る住民ニーズに対応できるよう、現
状に満足することなく施策を向上
させるとともに、特に、これからの主
役である「輝く子供たちの未来」の
ため、ＳＤＧｓの理念の基、持続可能
な社会に向って職員が一丸となっ
て各事業を懸命に取り組んでまい
ります。

町長　竹内啓二

いのちを守るまちづくり

1.貧困をなくそう
あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせるＳＤＧｓ17の目標

2.飢餓をゼロに
飢餓を終わらせ、食料安全保障・栄養改善を実現し、持続可能な農業を
促進する


